
第 90号 ねりまの文化財                                  平成 26年（2014）1月 

この印刷物には、再生紙を使用しています。       －4－            

  
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う 

１
月
２６
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー 

       
 

１
月
26
日
は
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
で
す
。 

 

毎
年
こ
の
日
を
中
心
に
文
化
財
を
火
災
な
ど

の
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
全
国
各
地
で
防
火

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

 
 

昭
和
24
年
（
一
九
四
九
）
１
月
26
日
、

現
存
す
る
世
界
最
古
の
木
造
建
築
物
で
あ
る

法
隆
寺
金
堂
が
炎
上
し
、
白
鳳
時
代
（
７
世

紀
半
ば
～
８
世
紀
初
め
）
の
壁
画
が
焼
損
し

ま
し
た
。 

こ
の
壁
画
の
焼
損
は
、
国
民
に
強
い
衝
撃

を
与
え
、
火
災
や
災
害
に
よ
る
文
化
財
保
護

の
危
機
を
深
く
憂
慮
す
る
世
論
が
高
ま
り
、

翌
昭
和
25
年
に
文
化
財
保
護
の
総
括
的
な

法
律
と
し
て
文
化
財
保
護
法
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。 

 
 

 

そ
の
後
、
昭
和
29
年
11
月
３
日
に
法
隆

寺
金
堂
の
修
理
事
業
が
完
了
し
、
翌
年
に
は

法
隆
寺
金
堂
の
焼
損
し
た
日
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
１
・
２
月
が
１
年
の
う
ち
で
最
も
火

災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
1
月
26
日
を
「
文
化
財
防
火
デ

ー
」
と
定
め
ま
し
た
。 

練
馬
区
で
も
、
区
内
の
各
消
防
署
や
、
地

域
の
防
災
組
織
に
よ
る
消
防
演
習
を
、
各
神

社
・
寺
院
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

ど
な
た
で
も
見
学
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ 

 

お
越
し
く
だ
さ
い
。 

      

日
時
・
場
所 

 

◆
石
神
井
消
防
署
に
よ
る
演
習 

 
 
 

１
月
24
日
（
金
）
午
前
10
時
か
ら 

 
 
   

 
 
 
 
 

10
時
30
分
ま
で 

 
 
 
 
 
 
 

妙
福
寺
（
南
大
泉
５-

６-

56
） 

 

◆
練
馬
消
防
署
に
よ
る
演
習 

１
月
27
日
（
月
）
午
前
10
時
か
ら 

10
時
30
分
ま
で 

南
蔵
院
（
中
村
１-

15-

34
） 

【
お
問
合
せ
】
伝
統
文
化
係
ま
で 

                  

       
 

今
年
の
干
支
は
、
午
（
馬
）
と
い
う
こ
と

で
、
区
内
に
み
ら
れ
る
馬
に
ち
な
ん
だ
文
化

財
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

◇
馬
頭
観
音 

 
 

区
内
に
は
、
馬
頭
観
音
の
石
造
物
が
120
基

余
り
残
っ
て
お
り
、
現
在
３
基
が
区
の
登
録

有
形
民
俗
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
僧
形
馬
頭
観
音
」（
早
宮
２-

26
本
寿
院
） 

 

「
力
持
ち
惣
兵
衛
の
馬
頭
観
音
」 

 
 
 
 
 
 
 

（
大
泉
学
園
町
２-

27
） 

 

「
三
原
台
の
馬
頭
観
音
」
（
三
原
台
３-

６
） 

 
 

馬
頭
観
音
は
一
般
的
に
は
頭
上
に
馬
頭
を

い
た
だ
い
た
観
音
で
す
。
俗
に
馬
の
守
り
神

と
さ
れ
、
江
戸
時
代
の
頃
か
ら
、
運
送
や
農

耕
で
働
い
た
馬
の
供
養
や
、
さ
ら
に
転
じ
て

交
通
安
全
の
祈
願
の
た
め
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
味
を
込
め
て
、
馬
頭
観
音
の
石
像
・
石

塔
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

        

             

◇
ち
が
や
馬
飾
り 

登
録
無
形
民
俗
文
化
財
「
ち
が
や
馬
飾
り
」

の
保
持
者
３
名
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ち
が
や
馬
飾
り
」
は
、
ち
が
や
（
カ
ヤ
の

一
種
）
で
作
る
七
夕
馬
の
こ
と
で
す
。
毎
年

七
夕
に
な
る
と
、
２
本
の
竹
飾
り
の
間
に
荒

縄
を
渡
し
、
雌
雄
一
対
の
ち
が
や
馬
を
向
か

い
合
せ
に
吊
る
し
ま
し
た
。
か
つ
て
は
、
区

内
各
地
の
農
家
で
広
く
行
わ
れ
て
き
た
風
俗

慣
習
で
す
。 

          

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う 

１
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー 東京消防庁マスコット「キュータ」  

 

 

 

 

 

－昨 年 の 様 子－ 

 

 

に
ち
な
ん
だ
文
化
財 

「僧形馬頭観音」 

「三原台の馬頭観音」の石塔

上部にある馬頭観音座像 
ちがや馬飾り 


